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Abstract 最近に於けるイングランド中世史々料の公刊は、極めて顕著なものがあり、これらの原史料の校

訂・公刊によつて、歴史研究に於いても幾多の新らしい分野の開拓、又従来の解釈乃至は評価に
対する改定が行われつつあると言うことが出来よう。特にJohn王の治世については、Public
Recordの探索やPipe Rolls、司法関係文書の校訂・公刊が著しく進みこうした新史料の刊行に伴つ
てこれを利用した幾多の貴重な研究が発表せられ、彼の治世の財政、行政、司法の諸分野にわた
り研究の進歩が極めて顕著であることは、ここに改めて申述べる必要がない所であろう。こうし
た新研究によつてJohn王の時代そのものに対する評価が可成り修正されて来たのと並んで、Norm
an Conquest以来のイングランド中世史の研究の進歩によつて、一般に一一・一二世紀のイングラ
ンド封建制度についての我々の知識は前代に於けると比較して極めて豊かになつた。こうした研
究上の進歩を背景として、John王治下に、彼の失政に対するイングランド諸侯階級、即ちbarou層
を中心とした叛抗の内から生じたMagna Cartaそのものに対する種々の再吟味が促されることとな
つた。ここにこれらの新らしい諸研究に依拠しつつ、Magna
Cartaをめぐる幾つかの問題について考えをまとめて公の御批判をぎたいと考える。
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